
（別紙５）

児童発達支援　えにし
公表日 令和　８　年　４　月　１１　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1
利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか

。
5

小規模事業所の特性を活かし、未就学児が安心して過

ごせるよう、人数や活動内容に合わせて空間の使い方

を工夫しながら環境づくりを行っています。

子どもの発達段階や活動内容に応じて、より過ごしや

すく活動しやすい環境となるよう、引き続き環境設定

の見直しや工夫を行っていきます。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切で

あるか。
5

人員基準を満たした職員配置のもと、子どもの人数や

発達状況に応じて職員同士で連携しながら、一人ひと

りに丁寧に関わることができる体制づくりに努めてい

ます。

子どもの特性や支援内容に応じて、よりきめ細かな支

援が行えるよう、引き続き職員間の連携や役割分担の

工夫を行っていきます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっ

ているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バ

リアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされて

いるか。

5

子どもが安心して過ごせるよう、活動内容や生活の流

れが分かりやすい環境づくりを心がけています。また

、子どもの特性に応じて設備や掲示物などを工夫し、

過ごしやすい環境となるよう配慮しています。

子どもの発達段階や特性に応じて、より分かりやすく

安心して過ごせる環境となるよう、今後も環境設定や

設備面の工夫を継続していきます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか

。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
5

子どもが安心して心地よく過ごせるよう、日々の清掃

や環境整備を行い、活動内容に応じて空間の使い方を

工夫しています。

子どもの活動や発達段階に応じて、より快適で活動し

やすい環境となるよう、引き続き環境整備や空間づく

りの工夫を行っていきます。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが

認められる環境になっているか 。
5

活動スペースとは別に、気持ちを落ち着かせたい時や

個別で関わりが必要な時に使える場所を設け、子ども

の状態に応じて環境を使い分けながら支援を行ってい

ます。

子どもの特性やその日の状態に応じてより安心して過

ごせるよう、個別スペースの活用方法や環境設定につ

いて引き続き工夫を重ねていきます。

6

業務改善を進めるための PDCA

サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が参画しているか

。

5
日々の支援の振り返りや情報共有を職員間で行い、子

どもの様子や支援の進め方について話し合いながら、

支援内容の見直しや改善につなげています。

今後も職員全体で振り返りや意見交換を行いながら、

よりよい支援につながるよう業務改善の取組を継続し

ていきます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会

を設けており、その内容を業務改善につなげているか。
5

保護者向け評価表を通して保護者の意見や要望を把握

するとともに、日頃の送迎時の会話や連絡等も大切に

しながら、支援や事業所運営の改善につなげています

。

いただいたご意見を職員間で共有し、よりよい支援に

つながるよう、今後も保護者の意向を踏まえた業務改

善に取り組んでいきます。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務

改善につなげているか。 
5

日々の支援の振り返りやミーティング等を通して職員

の意見を共有し、子どもへの関わり方や支援内容の改

善につなげています。

職員同士が意見を出しやすい環境づくりを大切にしな

がら、引き続き職員の気づきや意見を業務改善に活か

していきます。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ

ているか。
5

第三者評価は実施していませんが、保護者からのご意

見や関係機関との連携の中でいただく助言等を参考に

しながら、支援や運営の見直しに努めています。

今後も外部からの意見や助言を参考にしながら、より

よい支援につながるよう業務改善に取り組んでいきま

す。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人

内等で研修を開催する機会が確保されているか。
5

職員の資質向上を図るため、外部研修への参加や事業

所内での研修を行い、支援に必要な知識や技術の習得

に努めています。

研修で学んだ内容を職員間で共有し、日々の支援によ

り活かしていけるよう、引き続き研修機会の確保と内

容の充実に取り組んでいきます。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 5
事業所の支援方針や活動内容について整理した支援プ

ログラムを作成し、保護者にも分かりやすい形で公表

しています。

子どもの状況や支援内容の変化に応じて内容の見直し

を行い、より分かりやすく実態に合った支援プログラ

ムとなるよう改善を続けていきます。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支

援計画を作成しているか。

5

こどもの日々の様子や発達状況を丁寧に把握するとと

もに、保護者からの聞き取り等も行いながらニーズを

整理し、児童発達支援管理責任者を中心に児童発達支

援計画を作成しています。

こどもの成長や家庭の状況の変化に応じて、より適切

な支援計画となるよう、引き続きアセスメントの充実

と計画の見直しを行っていきます。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で

、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5

児童発達支援計画の作成にあたっては、児童発達支援

管理責任者を中心に、日々こどもと関わる職員の意見

や気づきも共有しながら、こどもの状況に応じた支援

内容について検討しています。

職員間でこどもの様子や支援の方向性についてさらに

共通理解を深めながら、こどもの最善の利益を考えた

支援計画づくりに引き続き取り組んでいきます。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか。 
5

作成した児童発達支援計画は職員間で共有し、日々の

支援の中で子どもの様子を確認しながら、計画に沿っ

た関わりができるよう意識して支援を行っています。

子どもの状況の変化に応じて支援内容を見直しながら

、職員間での共有をより丁寧に行い、計画に基づいた

支援の充実に努めていきます。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフ

ォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイン

フォーマルなアセスメントを使用する等により確認している

か。

5
日々の支援の中での行動観察や記録、保護者からの聞

き取り等を通してこどもの様子を把握し、発達状況や

適応行動の確認に努めています。

こどもの状況をより客観的に把握できるよう、アセス

メント方法の工夫や記録の活用を進めながら、支援の

質の向上につなげていきます。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童

発達支援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」

、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか

。

5

児童発達支援ガイドラインを踏まえ、「本人支援」「

家族支援」「移行支援」「地域支援・地域連携」の視

点を意識しながら、こどもの状況に応じた具体的な支

援内容を児童発達支援計画に位置付けています。

こどもの成長や家庭状況の変化に応じて支援内容を見

直しながら、より実態に合った計画となるよう引き続

き計画内容の充実に努めていきます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 5
日々のこどもの様子や発達状況を職員間で共有しなが

ら、活動内容について意見を出し合い、こどもに合っ

た活動プログラムの立案を行っています。

こどもの興味や発達段階に応じた活動がより充実する

よう、引き続き職員同士で意見交換を行いながら活動

内容の工夫を進めていきます。
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18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 5
こどもの興味や発達状況、季節の行事等も取り入れな

がら、活動内容が偏らないよう工夫し、様々な経験が

できるよう取り組んでいます。

こどもの興味や成長に合わせて活動の幅を広げられる

よう、引き続き活動内容の見直しや工夫を行っていき

ます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わ

せて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
5

こどもの発達状況や特性に応じて、個別での関わりと

小集団での活動を組み合わせながら、児童発達支援計

画に基づいた支援を行っています。

こどもの成長やその日の状態に応じて、より適切な活

動の組み合わせとなるよう、支援内容の工夫や見直し

を行っていきます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる

支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支

援を行っているか。

5
支援開始前に職員間で打合せを行い、その日のこども

の状況や活動内容、役割分担を確認しながら、連携し

て支援にあたっています。

こどもの状況に応じた支援がより円滑に行えるよう、

引き続き職員間での情報共有や連携の充実に努めてい

きます。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われ

た支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
5

支援終了後には職員間でこどもの様子や支援の状況に

ついて振り返りを行い、気づいた点や対応について共

有しながら、次の支援につなげています。

こどもの変化や支援の工夫をより丁寧に共有できるよ

う、引き続き振り返りの機会を大切にしながら支援の

質の向上に努めていきます。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・

改善につなげているか。
5

日々の支援の様子やこどもの変化について記録を行い

、職員間で共有しながら支援内容の確認や見直しにつ

なげています。

こどもの成長や変化をより的確に把握できるよう、記

録の内容や活用方法を工夫しながら支援の改善につな

げていきます。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
5

定期的にモニタリングを行い、こどもの成長や変化を

踏まえながら、児童発達支援計画の見直しや支援内容

の調整を行っています。

こどもの状況や家庭環境の変化にも丁寧に目を向けな

がら、より適切な支援計画となるよう引き続き見直し

を行っていきます。

24

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との

会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画している

か。

5
サービス担当者会議等には、こどもの日々の様子や支

援内容を把握している職員が参加し、状況を共有しな

がら関係機関と連携を図っています。

関係機関との情報共有をより丁寧に行いながら、こど

もにとってよりよい支援につながるよう連携の充実に

努めていきます。

25

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、

保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えて

いるか。

5
保護者の意向を踏まえながら、保育所や相談支援事業

所等の関係機関と情報共有を行い、こどもの状況に応

じた支援につながるよう連携を図っています。

こどもの成長や生活環境を踏まえ、必要に応じて関係

機関との連携を深めながら、より切れ目のない支援体

制づくりに努めていきます。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン

推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所

や認定こども園、幼稚園、特別支援学校(幼稚部)等との間で、

支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

5

保育所やこども園等を併行利用しているこどもについ

ては、保護者の意向を踏まえながら関係機関と情報共

有を行い、こどもが安心して生活できるよう連携を図

っています。

こどもが地域の集団生活の中でも安心して過ごせるよ

う、関係機関との情報共有や連携の機会を大切にしな

がら支援を進めていきます。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
5

就学に向けて、保護者の意向を踏まえながら関係機関

と情報共有を行い、こどもの状況や支援内容について

相互理解を図るよう努めています。

こどもが安心して就学を迎えられるよう、関係機関と

の連携や情報共有の方法について引き続き工夫してい

きます。

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等

と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行って

いるか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言

を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。
5

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ

積極的に参加しているか。
5

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じて

スーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他

のこどもと活動する機会があるか。
3 2

地域の中での活動や外出の機会を通して、地域のこど

も達の様子に触れられる機会を大切にしています。

こどもの状況や安全面にも配慮しながら、地域の中で

の交流の機会について今後も検討していきます。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の

状況や課題について共通理解を持っているか。
5

送迎時のやり取りや連絡帳等を通して日々のこどもの

様子を保護者と伝え合い、発達の状況や課題について

共通理解を持てるよう努めています。

こどもの成長や変化について保護者と丁寧に共有でき

るよう、引き続き情報共有の機会を大切にしていきま

す。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援

プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加でき

る研修の機会や情報提供等を行っているか。

3 2
日々の関わりや送迎時のやり取りの中で、家庭での関

わり方やこどもへの対応について保護者と情報共有を

行いながら支援につなげています。

保護者が安心して子育てに取り組めるよう、今後も必

要に応じて情報提供や助言を行いながら家族支援の充

実に努めていきます。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説

明を行っているか。
5

契約時に、運営規程や支援プログラム、利用者負担等

について説明を行い、保護者が内容を理解した上で安

心して利用できるよう努めています。

保護者にとって分かりやすい説明となるよう、引き続

き丁寧な説明や必要に応じた補足を行っていきます。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、

こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか 。

5
児童発達支援計画の作成にあたっては、保護者からこ

どもの様子や希望を丁寧に聞き取り、こどもや家族の

意向を踏まえながら計画の作成を行っています。

こどもや家族の思いをより支援に反映できるよう、引

き続き意向を確認する機会を大切にしていきます。
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31 5
必要に応じて児童発達支援センター等の関係機関と連

携し、助言を受けながら支援の充実につなげるよう努

めています。

こどもの状況に応じて専門的な助言を活かせるよう、

引き続き関係機関との連携の機会を大切にしていきま

す。
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37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。
5

児童発達支援計画を保護者に提示し、支援内容につい

て説明を行った上で内容を確認していただき、同意を

得てから支援を行っています。

保護者にとってより分かりやすい説明となるよう、引

き続き丁寧な説明と確認の機会を大切にしていきます

。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切

に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
5

日々の送迎時のやり取りや面談等を通して、保護者か

らの子育ての悩みや相談に応じ、必要に応じて助言や

支援を行っています。

保護者が安心して相談できるよう、引き続き相談しや

すい環境づくりと丁寧な対応に努めていきます。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等

により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をして

いるか。また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の

支援をしているか。

3 2
保護者会等は実施しておらず、保護者同士が直接交流

する機会は設けていませんが、保護者からの相談や情

報共有には個別に丁寧に対応しています。

保護者のニーズや状況にも配慮しながら、必要に応じ

て保護者同士の交流の機会のあり方について検討して

いきます。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を

整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れ

があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。

5
保護者からの相談や申入れについては、管理者を窓口

として対応体制を整え、送迎時のやり取り等も通して

相談しやすい環境づくりに努めています。

保護者が安心して相談できるよう、相談窓口の周知や

丁寧な対応を引き続き行い、迅速かつ適切な対応に努

めていきます。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこども

や保護者に対して発信しているか。

5
事業所のInstagram等を活用し、日々の活動の様子

や行事等について保護者に情報発信を行っています。

保護者にとって分かりやすい情報発信となるよう、発

信内容や方法について引き続き工夫していきます。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5
こどもや保護者の個人情報については適切に管理し、

職員間でも取扱いに十分留意しながら支援を行ってい

ます。

個人情報保護の重要性を職員間で再確認しながら、引

き続き適切な管理と取扱いの徹底に努めていきます。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮をしているか。
5

こどもの発達状況や特性に応じて、分かりやすい言葉

かけや視覚的な工夫等を行いながら意思の疎通を図っ

ています。また、保護者とも丁寧に情報共有を行うよ

う心がけています。

こどもや保護者が安心して意思表示できるよう、引き

続き状況に応じた伝え方や情報共有の工夫を行ってい

きます。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業

運営を図っているか。
3 2

地域の公園や散歩等の活動を通して、地域の環境や人

の様子に触れる機会を大切にしています。

地域との関わりを大切にしながら、今後も地域とのつ

ながりを意識した活動について検討していきます。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知

するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。

5

事故防止マニュアルや緊急時対応マニュアル、感染症

対応マニュアル等を策定し、契約時に資料をお渡しし

て保護者へ周知しています。また、職員間でも内容を

確認しながら必要な訓練を行っています。

万が一の事態に備え、引き続きマニュアルの内容を職

員間で確認するとともに、訓練の実施や見直しを行っ

ていきます。

46

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生

に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている

か。

5
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害

の発生に備えて避難訓練等を実施し、こどもの安全確

保に努めています。

災害時にも適切に対応できるよう、今後も訓練の実施

やBCPの内容の確認・見直しを行っていきます。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を

確認しているか。
5

利用開始時に、服薬や既往歴等のこどもの健康状況に

ついて保護者から丁寧に聞き取りを行い、職員間で共

有しながら安全に配慮した支援に努めています。

こどもの体調や健康状況の変化にも対応できるよう、

引き続き保護者との情報共有や職員間での確認を大切

にしていきます。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づ

く対応がされているか。
5

利用開始時に、食物アレルギーの有無や健康面の状況

について保護者から聞き取りを行い、職員間で情報共

有を行っています。

食物アレルギーのあるこどもが利用する場合には、医

師の指示書等を踏まえた適切な対応ができるよう、体

制の確認を行っていきます。

49

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必

要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行わ

れているか。

5
安全計画を作成し、職員研修や避難訓練等を実施しな

がら、こどもが安全に過ごせる環境づくりに努めてい

ます。

こどもの安全確保がより適切に行えるよう、安全計画

の内容の確認や研修・訓練の充実を図っていきます。

50

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう

、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知してい

るか 。

5
安全計画に基づく取組や災害時の対応については、契

約時に資料をお渡しして保護者へ周知し、こどもの安

全確保に向けた連携を図っています。

保護者にも安全に関する取組を理解していただけるよ

う、引き続き分かりやすい周知や情報共有に努めてい

きます。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策に

ついて検討をしているか。
5

ヒヤリハット事例があった場合には職員間で共有し、

原因や対応について話し合いながら再発防止につなげ

ています。

こどもの安全確保のため、今後も事例の共有と振り返

りを行いながら、再発防止に向けた取組を継続してい

きます。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な

対応をしているか。
5

虐待防止に関する研修を実施し、職員がこどもの権利

や適切な支援について理解を深めながら支援を行って

います。

虐待防止の意識を職員間で共有しながら、引き続き研

修の実施や支援の振り返りを行い、適切な対応の徹底

に努めていきます。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組

織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、児童発達支援計画に記載しているか。

5

やむを得ず身体拘束が必要となる場合の考え方や対応

については事業所内で確認し、必要な場合には保護者

へ説明を行い、児童発達支援計画に位置付けた上で対

応することとしています。

こどもの安全と権利擁護を最優先に考え、身体拘束に

至らない支援方法を検討しながら、適切な対応につい

て引き続き職員間で共有していきます。
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（別紙５）

放課後等デイサービス　えにし 公表日 令和　８　年　４　月　１１　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 5

利用児童が安全に落ち着いて過ごせるよう、活動内容に

応じて支援室の使い方を工夫し、個別スペースや小集団

での活動スペースを確保するなど環境づくりを行ってい

る。

利用人数や活動内容によってはスペースが限られる場面

もあるため、活動の時間差利用やレイアウトの見直しを

行い、より快適に過ごせる環境づくりを継続していく必

要がある。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であ

るか。
5

利用児童の人数や特性に応じて職員配置を行い、安心し

て活動に参加できるよう見守りや個別支援が行える体制

づくりに努めている。

利用児童の特性や支援内容によっては個別対応が増える

場面もあるため、今後も状況に応じた柔軟な職員配置や

支援体制の見直しを行っていく必要がある。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になって

いるか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリア

フリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか

。

5

活動内容や生活の流れが分かりやすいように、空間の使

い分けや視覚的な掲示等を行い、子どもが安心して過ご

せる環境づくりに努めている。また、子どもの特性に応

じて環境面の配慮を行っている。

子どもの特性や利用状況に応じて、より分かりやすい環

境づくりや設備面の工夫が求められるため、今後も環境

設定や掲示物等の見直しを行いながら改善を図っていく

。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。

また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。
5

日々の清掃や整理整頓を行い、清潔で安心して過ごせる

環境づくりに努めている。また、子どもたちの活動内容

に応じて空間の使い分けを行い、落ち着いて活動できる

環境を整えている。

利用状況や活動内容によっては空間が限られる場合もあ

るため、今後もレイアウトの工夫や環境整備を行い、よ

り快適に過ごせる空間づくりに取り組んでいく必要があ

る。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認

められる環境になっているか。 
5

子どもの状況や特性に応じて、落ち着いて過ごせるスペ

ースや個別で活動できる場所を確保するなど、安心して

過ごせる環境づくりに努めている。

利用人数や活動内容によっては十分な個別スペースの確

保が難しい場合もあるため、環境設定や空間の使い方を

工夫しながら、より柔軟に対応できる環境づくりを検討

していく必要がある。

6

業務改善を進めるためのPDCA 

サイクル（目標設定と振り返り）に、広く職員が参画している

か。

5

日々の支援の振り返りや職員間での情報共有を行い、支

援内容や業務の進め方について意見交換を行うなど、業

務改善につながる取組を行っている。

より多くの職員が主体的に参画できるよう、定期的な振

り返りの機会や話し合いの場を充実させ、継続的な業務

改善につなげていく必要がある。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を

設けており、その内容を業務改善につなげているか。
5

年１回の保護者向け評価表を実施し、保護者からの意見

や要望を把握している。また、いただいた意見について

は職員間で共有し、支援方法や事業所運営の見直しなど

、可能な範囲で改善につなげるよう努めている。

保護者からの意見をより具体的な改善につなげていくた

め、職員間での共有や検討の機会をさらに充実させ、継

続的な業務改善に活かしていく必要がある。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改

善につなげているか。
5

日々のミーティングや職員間の情報共有の中で、支援に

関する気づきや意見を出し合う機会を設けている。また

、子どもの様子や支援方法について話し合いながら、よ

り良い支援や業務の改善につなげられるよう努めている

業務の中で十分に話し合いの時間が確保できない場合も

あるため、今後は意見交換の機会をより計画的に設け、

職員の意見を業務改善に活かしていく取組を継続してい

く必要がある。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげて

いるか。
5

現在、第三者による外部評価は実施していないが、保護

者からの意見や関係機関からの助言等を参考にしながら

、支援内容や事業所運営の見直しに努めている。

第三者による客観的な評価の機会は設けていないため、

今後は必要に応じて外部の視点を取り入れることについ

ても検討し、より良い支援や運営につなげていくことが

課題である。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内

等で研修を開催する機会が確保されているか。
5

感染症対策や虐待防止、身体拘束適正化、BCP等に関す

る研修を事業所内で実施するとともに、必要に応じて外

部研修の情報を共有し、職員の知識や支援力の向上につ

なげる取組を行っている。

業務の都合により全職員が外部研修へ参加することが難

しい場合もあるため、研修内容の共有や事業所内研修を

充実させながら、職員全体の資質向上につなげていく必

要がある。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  5

事業所の支援内容や活動の方針について整理し、支援プ

ログラムとして分かりやすくまとめ、公表を行っている

。また、子どもの発達段階や特性に応じた支援が行える

よう、職員間で内容を共有しながら支援に取り組んでい

支援内容や活動は状況に応じて変化するため、実際の支

援と公表内容がより分かりやすく伝わるよう、定期的に

内容の見直しを行いながら更新していく必要がある。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保

護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサ

ービス計画を作成しているか。

5

利用開始時や定期的な面談等を通して子どもの状況や保

護者の意向を確認し、日々の支援の様子も踏まえながら

アセスメントを行っている。児童発達支援管理責任者を

中心に職員間で情報共有を行い、子どもの特性やニーズ

に応じた放課後等デイサービス計画の作成に努めている

子どもの成長や状況の変化に応じて、より丁寧なアセス

メントや職員間での情報共有を行い、計画内容が実際の

支援により反映されるよう継続して見直しを行っていく

必要がある。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管

理責任者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の

下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

5

放課後等デイサービス計画の作成にあたっては、児童発

達支援管理責任者を中心に、日々子どもと関わっている

職員からの意見や気づきを共有しながら検討を行ってい

る。子どもの様子や支援の状況を踏まえ、職員間で共通

理解を図りながら計画作成に努めている。

より多くの職員の視点を計画作成に反映できるよう、情

報共有や話し合いの機会を充実させ、支援内容の共通理

解をより深めていく取組を継続していく必要がある。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った

支援が行われているか 。
5

作成された放課後等デイサービス計画については職員間

で共有し、子どもの特性や支援の目標を確認しながら支

援を行っている。また、日々の支援の中で子どもの様子

を共有し、計画に沿った支援が行えるよう努めている。

支援内容の共通理解をさらに深めるため、計画内容の確

認や振り返りの機会を充実させ、職員間での情報共有を

より丁寧に行っていく必要がある。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォ

ーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォ

ーマルなアセスメントを使用する等により確認しているか。

5

日々の支援の中で子どもの様子や行動の変化を観察し、

職員間で共有しながら状況の把握に努めている。また、

保護者からの情報や学校等関係機関からの情報も参考に

しながら、子どもの特性や支援の必要性について確認し

ている。

標準化されたアセスメントツールの活用については十分

とは言えないため、今後は必要に応じて活用方法につい

て検討しながら、より客観的な視点で子どもの状況を把

握できるよう取り組んでいく必要がある。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイド

ラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人

支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連

携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必

要な項目が適切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設

定されているか。

放課後等デイサービスガイドラインを踏まえ、子どもの

特性や発達段階、保護者の意向等を確認しながら、必要

な支援内容を検討し計画を作成している。また、日々の

支援の様子も踏まえながら、具体的な支援内容の設定に

努めている。

ガイドラインの内容をより十分に踏まえた計画作成が行

えるよう、職員間での理解を深めながら、支援内容の検

討や計画の見直しを継続して行っていく必要がある。
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17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 5

日々の支援の中で子どもたちの様子や興味関心を共有し

ながら、職員同士で相談し、活動内容を検討している。

子ども一人ひとりの特性や発達段階に応じた活動が行え

るよう、職員間で意見を出し合いながらプログラムの立

活動内容の検討が一部の職員に偏らないよう、より多く

の職員が意見を出し合える環境づくりや話し合いの機会

を設け、チームでの立案をより充実させていく必要があ

る。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 5

子どもたちの興味関心や発達段階、その日の様子等を踏

まえながら活動内容を検討し、同じ活動が続かないよう

工夫している。また、季節行事や制作活動、運動遊びな

どを取り入れながら、子どもたちが楽しみながら参加で

きる活動づくりに努めている。

活動内容が偏らないよう、今後も職員間でアイデアを出

し合いながら新しい活動を取り入れるなど、子どもたち

が様々な経験を積める活動プログラムの充実を図ってい

く必要がある。

19

こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせ

て放課後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか

。

5

子どもの特性や発達段階、当日の状況等を踏まえながら

、個別での関わりと集団での活動を組み合わせた支援を

行っている。放課後等デイサービス計画に基づき、子ど

もが無理なく活動に参加できるよう配慮しながら支援に

子どもの状況は日々変化するため、その都度適切な関わ

り方を検討しながら、個別支援と集団活動のバランスを

より良く調整し、支援の充実を図っていく必要がある。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支

援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を

行っているか。

5

支援開始前には職員間でその日の利用児童の状況や活動

内容について確認し、役割分担や支援時の配慮点を共有

するよう努めている。子どもたちが安心して過ごせるよ

う、職員同士で連携しながら支援を行っている。

利用状況や業務の都合により十分な打合せ時間が確保で

きない場合もあるため、必要な情報を確実に共有できる

よう、打合せの方法や情報共有の仕組みを引き続き工夫

していく必要がある。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた

支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
5

支援終了後には、その日の子どもたちの様子や支援の中

で気付いた点について職員間で共有し、次の支援につな

げられるよう振り返りを行っている。子どもの変化や対

応方法について話し合いながら、より良い支援につなげ

るよう努めている。

業務状況によっては十分な振り返りの時間が確保できな

い場合もあるため、情報共有の方法を工夫しながら、職

員間での振り返りや気付きの共有をより充実させていく

必要がある。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改

善につなげているか。
5

日々の支援内容や子どもの様子について記録を行い、職

員間で共有することで、子どもの変化や支援の経過を把

握できるよう努めている。また、記録をもとに支援内容

の振り返りを行い、より良い支援につなげられるよう取

記録内容の充実や活用をより進めていくため、職員間で

の共有方法や振り返りの機会を工夫しながら、支援の検

証や改善により活かしていく取組を継続していく必要が

ある。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見

直しの必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
5

児童発達支援管理責任者を中心に、定期的なモニタリン

グを行い、子どもの状況や成長の様子を確認しながら放

課後等デイサービス計画の見直しを行っている。また、

日々の支援の様子や保護者からの意見も踏まえながら、

必要に応じて計画内容の調整を行っている。

子どもの状況は日々変化するため、より丁寧に情報共有

を行いながら、モニタリングの内容を支援に反映してい

く取組を継続し、計画の見直しが適切に行われるよう努

めていく必要がある。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複

数組み合わせて支援を行っているか。
5

自立支援や日常生活の充実、創作活動や余暇活動、地域

との関わりなど、放課後等デイサービスガイドラインで

示されている基本的な活動を意識しながら、子どもの状

況や興味関心に応じて複数の活動を組み合わせた支援を

行うよう努めている。

ガイドラインの内容をより意識した活動づくりが行える

よう、職員間での理解を深めながら、活動内容の検討や

工夫を継続して行っていく必要がある。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自

己決定をする力を育てるための支援を行っているか。
5

活動内容や遊びの選択など、子どもが自分で選べる場面

を設けるよう意識し、子どもの気持ちや意思を大切にし

ながら支援を行っている。また、子どもが自分の考えを

伝えたり選択したりする経験を積めるよう関わり方を工

子どもの特性や状況によっては自己選択が難しい場合も

あるため、視覚的な提示や声掛けの工夫などを行いなが

ら、子どもが自分で選びやすい環境づくりをさらに進め

ていく必要がある。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会

議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
5

サービス担当者会議等には、児童発達支援管理責任者や

日頃から子どもと関わり状況を把握している職員が参加

し、事業所での様子や支援内容について情報共有を行う

よう努めている。また、関係機関と連携しながら支援の

方向性を確認している。

関係機関との連携をより深めるため、会議で共有された

内容を事業所内で丁寧に共有し、日々の支援に反映して

いく取組を引き続き行っていく必要がある。

27

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保

育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えている

か。

5

学校や相談支援事業所等の関係機関と必要に応じて情報

共有を行い、子どもの状況を踏まえた支援が行えるよう

連携に努めている。また、保護者からの情報も共有しな

がら、関係機関と協力して支援を進めている。

子ども一人ひとりの状況に応じて関係機関との連携をさ

らに深めるため、情報共有の機会を大切にしながら、よ

り円滑な連携体制づくりを継続していく必要がある。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下

校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時

の連絡）を適切に行っているか。

5

学校の行事予定や下校時刻の確認を行いながら、送迎時

間の調整や子どもの状況の共有に努めている。また、送

迎時のやり取り等を通して学校との情報共有を行い、子

どもが安心して利用できるよう連携を図っている。

学校によって情報共有の方法が異なる場合もあるため、

必要に応じて連絡方法を工夫しながら、より円滑な情報

共有や連携が図れるよう取り組んでいく必要がある。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発

達支援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
5

利用開始時に、保護者からこれまでの利用状況や支援内

容について聞き取りを行い、子どもの特性やこれまでの

関わりについて把握するよう努めている。また、必要に

応じて関係機関からの情報も参考にしながら支援に活か

関係機関との直接的な情報共有の機会が限られる場合も

あるため、今後も保護者を通じた情報共有を大切にしな

がら、必要に応じて関係機関との連携を図っていく必要

がある。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事

業所等へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供す

る等しているか。

5

学校卒業後の進路に応じて、これまでの支援内容や子ど

もの特性等について必要な情報を整理し、保護者や関係

機関と共有しながら円滑な移行につながるよう配慮して

いる。

卒業後の進路や移行の状況に応じて、関係機関との連携

や情報共有をより丁寧に行い、子どもが安心して次の環

境へ移行できるよう支援体制を整えていく必要がある。

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じて

スーパーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
5

地域の児童発達支援センターが開催する会議等に参加し

、情報共有や意見交換を行いながら連携を図っている。

また、他事業所の取組や助言等を参考にしながら支援の

質の向上に努めている。

会議で得た情報や助言を事業所内で共有し、日々の支援

により活かしていく取組を継続していく必要がある。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活

動する機会があるか。
5

地域の放課後児童クラブ等との交流の機会を設け、地域

の子どもたちと一緒に活動できる機会づくりに努めてい

る。昨年度は交流の機会を設けることができ、地域の子

どもたちと関わる経験につながった。

交流の機会はまだ多くはないため、今後は年２回程度の

実施を目標としながら、地域の子どもたちと関わる機会

を増やしていけるよう取組を進めていく必要がある。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 5

地域で開催される自立支援協議会等について、案内があ

った際には可能な範囲で参加し、地域の関係機関との情

報共有や連携につながるよう努めている。

職員体制や支援状況により参加が難しい場合もあったた

め、今後は職員体制を整えながら、可能な範囲で協議会

等へ参加し、地域との連携を深めていく必要がある。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状

況や課題について共通理解を持っているか。
5

送迎時のやり取りや連絡帳等を通して、子どもの事業所

での様子や活動内容を保護者に伝えるよう努めている。

また、家庭での様子についても保護者から話を聞きなが

ら、子どもの状況について共通理解が持てるよう心掛け

保護者との情報共有をより丁寧に行うため、必要に応じ

て面談等の機会も活用しながら、子どもの発達や課題に

ついて共通理解を深めていく取組を継続していく必要が

ある。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プ

ログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる

研修の機会や情報提供等を行っているか。 

3 2

子どもの状況に応じて、家庭でも取り組める関わり方や

支援方法について保護者へ情報提供を行っている。例え

ば、個々の子どもの状態に合わせた自宅でできるストレ

ッチ方法を資料にまとめて保護者へ伝えるなど、家庭で

の支援につながる取組を行っている。

現在は個別の情報提供が中心となっているため、今後は

保護者が参加できる研修や情報共有の機会についても検

討し、家庭での対応力向上につながる取組を充実させて

いく必要がある。
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36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明

を行っているか。
5

契約時に、運営規程については契約書と一冊にまとめた

資料を用いて説明を行い、保護者へ配布している。また

、支援プログラムについては個別支援計画の説明時にあ

わせて内容を伝え、保護者が理解しやすいよう丁寧な説

保護者にとってより分かりやすい説明となるよう、説明

方法や資料の内容について必要に応じて見直しを行いな

がら、引き続き丁寧な説明に努めていく必要がある。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者

の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえ

て、こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

5

放課後等デイサービス計画の作成や見直しの際には、保

護者との面談や日頃のやり取りを通して子どもや家族の

意向を確認するよう努めている。また、子どもの気持ち

や様子にも配慮しながら、子どもにとってより良い支援

となるよう計画作成を行っている。

子どもの成長や状況の変化に応じて意向も変化するため

、今後も保護者との情報共有や面談の機会を大切にしな

がら、子どもや家族の意向をより丁寧に支援計画へ反映

していく必要がある。

38

「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を

行い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ている

か 。

5

放課後等デイサービス計画の作成後には、保護者へ計画

内容を示しながら支援の目的や内容について説明を行い

、理解を得た上で同意をいただくようにしている。

保護者にとってより分かりやすい説明となるよう、子ど

もの様子や支援のねらいを具体的に伝えるなど、丁寧な

説明を引き続き心掛けていく必要がある。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談

や必要な助言と支援を行っているか。
5

保護者からの相談については、送迎時のやり取りや面談

の機会を通して話を聞き、子どもの状況を踏まえながら

必要な助言や情報提供を行うよう努めている。

保護者が相談しやすい環境づくりを大切にしながら、必

要に応じて面談の機会を設けるなど、保護者の不安や悩

みに丁寧に対応できる体制づくりを継続していく必要が

ある。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等に

より、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしている

か。また、きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援を

しているか。

3 2

父母の会や保護者会の開催は行っていないが、事業所で

行うイベント等の際には、兄弟参加の希望があれば一緒

に参加できるよう声掛けを行うなど、きょうだい同士が

関わる機会づくりに配慮している。また、送迎時のやり

取り等を通して保護者との情報共有や相談対応を行って

いる。

保護者同士の交流の機会は十分とは言えないため、今後

は事業所の状況を踏まえながら、保護者同士が交流でき

る機会づくりについても検討していく必要がある。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備すると

ともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速か

つ適切に対応しているか。

5

苦情対応の体制を整備し、契約時に苦情受付窓口につい

て説明を行っている。また、保護者からの相談や意見に

ついては速やかに職員間で共有し、必要に応じて対応や

改善につなげるよう努めている。

保護者からの意見や要望をより丁寧に受け止め、支援や

事業所運営の改善につなげていくため、職員間での情報

共有や対応体制の充実を引き続き図っていく必要がある

。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用すること

により、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保

護者に対して発信しているか。

5

連絡帳や配布物等を通して、活動内容や行事予定などの

情報を保護者へ伝えるよう努めている。また、必要な連

絡事項については随時保護者へ伝え、情報共有が行える

ようにしている。

情報発信の方法については今後も工夫を行い、保護者に

とって分かりやすい形で活動内容や事業所の取組を伝え

られるよう、発信方法の充実を検討していく必要がある

。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 5

利用者の個人情報については、職員へ取扱いに十分注意

するよう周知するとともに、入社時に個人情報の取扱い

に関する書類へ署名を行い、適切な管理と取扱いについ

て確認している。また、書類や記録の管理についても十

分配慮し、個人情報の保護に努めている。

個人情報の適切な取扱いを継続していくため、職員への

周知や確認を引き続き行いながら、管理体制の維持と意

識向上に努めていく必要がある。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための

配慮をしているか。
5

子どもの特性や理解の程度に応じて、分かりやすい言葉

掛けや視覚的な提示を行うなど、意思疎通が図りやすい

よう配慮している。また、保護者との情報共有について

も、連絡帳や送迎時のやり取り等を通して分かりやすく

伝えるよう努めている。

子どもや保護者の状況に応じたより適切な伝達方法が行

えるよう、職員間での情報共有や対応方法の工夫を継続

して行い、意思疎通や情報伝達の充実を図っていく必要

がある。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運

営を図っているか。
3 2

地域で行われる行事や活動に参加するなど、地域との関

わりを大切にしながら子どもたちが地域の中で活動でき

る機会づくりに努めている。

事業所の行事へ地域住民を招待する機会は多くないため

、今後は地域とのつながりを大切にしながら、地域に開

かれた事業運営について検討していく必要がある。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル

、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知する

とともに、発生を想定した訓練を実施しているか。

5

事故防止や緊急時対応等に関する各種マニュアルを整備

し、職員間で共有している。また、緊急時対応マニュア

ルや防犯マニュアルについては契約時に保護者へ説明を

行い、契約書とあわせて配布している。あわせて、災害

等を想定した避難訓練を実施し、安全確保に努めている

。

感染症対応マニュアルや事故防止マニュアル等について

は、今後保護者にも分かりやすい形で周知できるよう資

料配布等の方法を検討し、より一層の周知に努めていく

必要がある。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に

備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
5

非常災害時に備えて業務継続計画（BCP）を策定すると

ともに、避難訓練等を実施し、子どもや職員が安全に行

動できるよう確認を行っている。また、訓練を通して災

害時の対応について職員間で共有し、備えを行っている

災害の種類や状況に応じた対応ができるよう、今後も訓

練内容の見直しや確認を行いながら、非常時に備えた体

制づくりを継続していく必要がある。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確

認しているか。
5

利用開始時や面談時に、服薬の有無やてんかん発作等の

健康状態について保護者から聞き取りを行い、必要な情

報を職員間で共有している。また、日々の支援の中でも

子どもの体調や状況の変化に配慮しながら支援を行って

子どもの健康状態は変化する場合もあるため、保護者と

の情報共有を継続しながら、必要な情報を適切に把握で

きるよう確認体制を引き続き整えていく必要がある。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく

対応がされているか。
5

食物アレルギーの有無については、利用開始時に保護者

から聞き取りを行い、必要な情報を職員間で共有してい

る。また、アレルギーのある子どもについては、保護者

からの情報をもとに十分配慮しながら対応を行っている

食物アレルギーへの対応については安全面を十分考慮し

、必要に応じて医師の指示内容の確認等も行いながら、

より適切な対応が行えるよう体制づくりを継続していく

必要がある。

50

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要

な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われて

いるか。

5

安全計画を作成し、事故防止や非常時の対応について職

員間で共有するとともに、避難訓練等を実施しながら安

全管理に努めている。子どもが安心して過ごせるよう、

日々の支援の中でも安全面に配慮しながら支援を行って

安全管理については継続的な確認が必要であるため、今

後も研修や訓練を通して職員の意識を高めながら、安全

な支援体制の維持と充実に努めていく必要がある。

51

こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、

安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 

。

5

契約時に、避難場所や災害時の対応等についてまとめた

資料を保護者へ配布し、安全確保に関する取組内容につ

いて説明を行っている。また、事業所で実施している訓

練等についても必要に応じて保護者へ伝えるよう努めて

安全計画に基づく取組について、保護者により分かりや

すく伝えられるよう、今後も周知方法の工夫や情報共有

の充実を図っていく必要がある。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策につ

いて検討をしているか。
5

支援の中で気付いたヒヤリハットについては職員間で共

有し、事故につながらないよう対応方法や注意点につい

て確認を行っている。また、必要に応じて再発防止に向

けた対応について検討している。

ヒヤリハットの情報共有をより確実に行い、再発防止に

つなげていくため、記録や共有の方法を工夫しながら安

全管理の取組を継続していく必要がある。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対

応をしているか。
5

虐待防止に関する研修を実施し、職員が適切な支援や対

応について理解を深められるよう取り組んでいる。また

、関係機関とも連携を図りながら、子どもの権利や安全

を守るための支援体制づくりに努めている。

虐待防止に関する理解をさらに深めていくため、今後も

研修や職員間での情報共有を継続しながら、適切な支援

が行えるよう職員の意識向上に努めていく必要がある。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織

的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た

上で、放課後等デイサービス計画に記載しているか。

5

身体拘束は原則行わないことを基本とし、やむを得ず必

要となる場合については組織的に検討を行う体制を整え

ている。また、身体拘束の適正化に関する研修を継続的

に実施し、職員が適切な支援方法について理解を深めら

れるよう取り組んでいる。必要な場合には保護者へ十分

な説明を行い、理解を得た上で個別支援計画等に記載す

ることとしている。

身体拘束を行わずに支援できるよう、引き続き研修や職

員間での情報共有を通して支援方法の工夫を重ね、子ど

もの安全と権利を守る支援の充実を図っていく必要があ

る。
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